











だで一応のコンセンサスを得るようになった (Harris, Reay)。また ‘民衆
















ず、当然、その ‘意図’ を問うこともできない。そこで、‘物語集’ という














オ ー デ ィ
るものであることも明らかになってきた (Reay 55)。また、その〈読者 =
エ ン ス ヒストリーズ
聴衆〉は ‘子ども’ に限定されるものではないが、もしも、‘物語集’ のタ
イトルページに頻出する ‘才気に富むすべての若い男性、女性たちのため













であるが (Brewer 167, Speck 11)、民衆文芸の場合には、‘読み聞かせ’  に
よる伝播を考えなければならないので、議論の対象となっているテクスト
の内容に触れることのできた人びとの割合は必ずしもこの数字に縛られな





なお、‘フィクション’ である ‘物語集’ を史料として歴史的な考察をす
ることに関しては、文学作品の史料的価値について政治史学者の W・A ・
スペックが述べた、‘文学はその時代に支配的なイデオロギーを反映すると











の(例えば “ジェイン・ショア” や “美しいロザモンド” など)は、王との
不倫など ‘結婚’ という制度からの逸脱がもたらす悲劇を描くことが多い
し、バーレスクやスラップスティック(例えば “不埒なトム” や “トム・ト
ラム”)は、婚姻の約束を餌にして若い娘を食い物にして逃げる主人公を描
いて、結婚という制度そのものを笑いの対象とするのがもっぱらである(佐

























下、“ジョンとケイト” 第一部、第二部とし、註では Part 1, Part 2 とす
る)。本稿では、オクスフォード大学ボードリアン図書館のハーディング ・
コレクションにある史料を検討の対象とする (Harding A. 56 (32), (33))。
ハーディングが集めたこの合本において、第一部はジョン・ホッジズ、第
二部はエドワード・ミッドウィンタによって印刷・出版されている。ホッ


















カップル /もうすぐ結婚する予定 /正直ジョンと一途なケイト /たがいに
似合いのお相手だ /幸せあれと願います /心はたがいのものだから (Part
















リーで発行されたもの (HMNTS 1078.i.26.(6.)) が記載されているので
— —16

































































[ . . . ]





読めたんだぜ。[ . . . ]。(Part 1, 17–18)
歌の大半を略したが、最初の四行だけであとは推して知るべしの出来であ































































































[二人を連れて]また戻った。[ . . . ]わたしたちは部屋に通され、ほど
なくシェリーの瓶が出された。わたしのハーレムともいうべきこの女
たちをじっくり眺めると、色事にはもってこいの上玉だと分かった。
[ . . . ]それから、二人を順番に一人ずつ、年齢の順に楽しんだ。[ . . . ]
わたしは、そうしながら、‘私は今、謹厳に冬を過ごしたあとで、ロン




















































ことが、これらの本から分かる’ (157) と述べ、18世紀の恋愛小説が ‘恋
















































































































ヒストリーズ コ ン ヴ ェ ン シ ョ ン
ように、‘物語集’ のジャンルとしての慣習としては、“まぬけなサイモ
ン” のような ‘ダメ夫’ ものならば、愚かで気弱な夫と、その夫を打ち据
える鬼妻が面白おかしく描かれるのが常であるし、“美しいロザモンド” や
“ジェイン・ショア” などの ‘歴史もの’ では、妻の不倫による夫婦生活の
破綻が、“ジャック・ホーナー” などの ‘滑稽もの’ では、不倫をする妻へ
の祝祭的な成敗が描写される。要するに、‘貧しいながらも楽しい我が家’
ヒストリーズ



























































オ ー デ ィ エ ン ス
なる〈読者 = 聴衆〉の持つ価値観を肯定し、支持し、強化することだと考













オ ー デ ィ エ ン ス
ト’ のように、大部分の〈読者 = 聴衆〉と同じような社会的出自であった
としても、悪知恵に富んでいたり格別な膂力を備えていたりと、‘現実離
れ’ している。それに対して、ジョンとケイトはきわめて ‘現実的’ な
キャラクターだと捉えられたのではないか。ただし急いでつけ加えておく
が、ここでいう ‘現実的’ であるということは、ジョンやケイトのような
オ ー デ ィ エ ン ス
若者が当時どのくらいいたか、ということとは関係がない。〈読者 = 聴衆〉
にとって、いかにもいそうな人物造形だと思われたのではないか、という





























オ ー デ ィ エ ン ス
る眼差しは、〈読者 = 聴衆〉にとっての ‘等身大’ のキャラである二人と
ヒストリーズ
同じ高さに立つ視線ではない。ほかの ‘物語集’ のなかにもそういう作品
ヒストリーズ コ ン ヴ ェ ン シ ョ ン
があるかもしれないが、この物語が ‘物語集’ のジャンルとしての慣習か
ら逸脱している理由の一つは、このようなテクストの複層性によるものか
オ ー デ ィ エ ン ス
もしれない。性的な道徳性も勤勉さや経済的合理性も、〈読者 = 聴衆〉が
それを体現している主人公たちのなかに自分を見る思いをしていたのが確
オ ー デ ィ エ ン ス
かだとしても、それを〈読者 = 聴衆〉に提示してみせた ‘語り手’ は、








オ ー デ ィ エ ン ス







ヒストリーズ オ ー デ ィ エ ン ス
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